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50
周
年
を
記
念
し
て
、
篤
行
に
卓
越
し
市

政
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
（
個
人
5
名
・
団

体
3
団
体
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

◎
樋
口
と
き
え
さ
ん
（
南
町
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地

域
社
会
に
貢
献

◎
大
庭
　
き
ぬ
さ
ん
（
大
鷹
沢
大
町
）

小
野
　
祝
子
さ
ん
（
白
川
犬
卒
都
婆
）

佐
藤
み
や
子
さ
ん
（
東
大
畑
）

宮
城
県
不
忘
園
生
の
散
髪
奉
仕
活
動
を
続

け
る
な
ど
、
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
鈴
木
　
一
二
さ
ん
（
福
岡
八
宮
）

あ
じ
さ
い
の
里
構
想
を
提
唱
し
、
そ
の
管

理
活
動
を
続
け
地
域
づ
く
り
に
貢
献
。

◎
大
槻
剣
道
場
（
代
表：

大
槻
昭
一
郎
さ
ん
）

私
設
剣
道
場
を
開
設
し
、
青
少
年
健
全
育

成
の
拠
点
と
し
て
社
会
教
育
に
貢
献
。

◎
滝
下
清
滝
せ
い
ろ
う

会
（
代
表：

半
沢
昭
治
さ
ん
）

史
跡
・
道
路
な
ど
の
清
掃
活
動
を
続
け
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
貢
献
。

◎
白
石
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

（
代
表：

大
森
り
つ
さ
ん
）

食
生
活
改
善
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
食

文
化
の
伝
承
・
普
及
活
動
に
貢
献
。

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
５
３
４
名
と

１
グ
ル
ー
プ
が
、「
未
来
の
し
ろ
い
し
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
生
徒

を
代
表
し
て
、
安
部
涼
華
す
ず
か

さ
ん
（
白
二
小
３

年
）
と
遠
藤
彩
希
さ

き

さ
ん
（
東
中
３
年
）
が
、

記
念
式
典
で
自
ら
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
、
４
月
３
日
か
ら
５
月
９
日

ま
で
白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
展

示
し
て
い
る
ほ
か
、
後
日
全
世
帯
に
白
石
の

風
景
50
選
の
冊
子
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

式
典
で
は
、
約
１
、
３
０
０
名
の
市
民
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
特
製
和
紙
箱
を
、
各

中
学
校
の
代
表
５
名
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

50
年
後
、
こ
の
中
学
生
た
ち
52
人
が
立
会

人
と
な
り
、
和
紙
箱
を
開
封
し
ま
す
。

こ
の
和
紙
箱
は
、
市
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

①
７
月
17
日（
土
）
18
時
30
分
開
演

市
内
の
中
学
生
を
保
護
者
同
伴
で
無
料
招

待
し
ま
す
。
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
の
方
に

鑑
賞
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
月

21
日（
金
）ま
で
に
担
任
の
先
生
あ
て
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
７
月
18
日（
日
）
18
時
30
開
演

有
料
で
一
般
公
開
し
ま
す
。
詳
し
く
は
今

月
号
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

M
市
民
オ
ペ
ラ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
庁
舎
２
階
振
興
課
内
）

0
２
２
―
１
３
２
４

【
８
月
15
日（
日
）開
催
予
定
】

参
加
・
観
覧
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細
は
、

６
月
号
の
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
内
の
す
べ
て
の
小
学
生
が
描
い
た
記
念

ポ
ス
タ
ー
の
内
、
約
３
７
０
点
を
５
月
の
連

休
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

50
周
年
記
念
事
業
全
般
の
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

0
２
２
―
１
３
３
１

2

■
白
石
キ
ュ
ー
ブ
合
唱
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

市
制
施
行
50
周
年
を
祝
い
、
バ
ッ
ハ
作
曲

「
主
よ
人
の
望
み
よ
喜
び
よ
」
な
ど
２
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。

南
蔵
王
山
ろ
く
に
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
蔵

王
の
ブ
ナ
と
水
を
守
る
会
」
が
取
得
し
た
共

有
地
に
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
樹
木
約

１
万
本
を
植
林
し
、
後
世
に
残
る
不
伐
の
森

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

６
月
13
日（
日
）

９
時
30
分
〜
14
時
（
雨
天
決
行
）

●
集
合
場
所

白
石
ス
キ
ー
場
駐
車
場

（
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す
）

●
持
参
す
る
も
の

ス
コ
ッ
プ
、
長
靴
、
軍

手
、
雨
具
、
昼
食

●
申
し
込
み
方
法

参
加
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
今
月
号
の
広
報
と
一
緒
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
中
の
申
込
書
で
提
出
し
て

い
た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
実
行

委
員
会
事
務
局
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先

市
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
、

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
各

小
中
学
校

M
市
民
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
林
課
内
）

0
２
２
―
１
２
５
３
　
4
２
２
―
１
２
５
８

４
月
１
日
、ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
白
石
市
市
制

施
行
50
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

式
典
に
は
、各
自
治
会
や
市
内
各
団
体
の
代
表

の
方
々
な
ど
を
招
き
、
姉
妹
都
市
な
ど
の
来
賓
も

お
迎
え
し
て
、約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

今
月
号
で
は
、50
年
の
節
目
を
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
祝
い
、歴
史
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、新
た
な

時
代
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
場
と
し
て

開
催
さ
れ
た
、記
念
式
典
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。�

新
た
な
時
代
の
幕
開
け�

■市民憲章唱和 白石市と同じく創立50
周年を迎える白石第二小学校の６年生
代表50人が音頭をとりました。

■開会に先立ち、市勢発展に寄与さ
れた先人各位に敬意と感謝を表す
ため、黙とうをささげました。

▲昨年実施した植林祭

■会場では、「カメラが見た50周年記念事業」
と題して、特別巡回ラジオ体操など、市民
の皆さんとともに作り上げたこれまでの
記念事業がビデオで紹介されました。

■姉妹都市のオーストラリア・ハースト
ビル市のバダラッティ市長をはじめ、
登別市長、海老名市長など、多数のご
来賓がお祝いに駆け付けました。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

市
民
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

小
学
生
が
描
い
た
記
念
ポ
ス
タ
ー
を

白
石
蔵
王
駅
に
展
示
し
て
い
ま
す

▲遠藤さんと安部さん

■司会､受付､ビデオのナレーショ
ンなどで大活躍された白石女子
高放送部の皆さん

■「白石の記憶展」

白石各地の懐かしい写
真も展示されました

4
万
人
市
民
の
森
づ
く
り

特
　
別
　
表
　
彰

未
来
の
ま
ち
〝
し
ろ
い
し
〞

デ
ザ
イ
ン
発
表

50
年
後
の
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
引
継
式

白
石
の
風
景
50
選

入
選
作
品
展
示

こ
れ
か
ら
の
記
念
事
業

こ
れ
か
ら
の
記
念
事
業


